
技術解説書v2.0.0更新箇所のうち令和8年3月のシステムリリース項目に係る記載一覧

技術解説書v2.0.0の該当箇所

# 項目名 概要 ページ番号 イメージ

1 文書情報における紹介先医療機関の名称チェック 文書情報の登録時、宛先に設定された紹介先医療機関の「医療機関名」と「医療機関コード」が整合して

いるか、「医療機関等マスタ」に収載されている「医療機関名※」と「医療機関コード」をもとにチェックする。

※電子カルテ情報共有サービス向け医療機関等マスタに登録されている医療機関名は、医療機関が地方

厚生（支）局へ提出する保険医療機関の届出に記載の名称をそのまま収載しているわけではなく、一部

名称が省略されていることに注意。

P44

2 自施設宛文書情報一覧取得インターフェイスの返却項目追加 自施設宛文書情報一覧取得インターフェイスの返却項目に、新規で「紹介先診療科名称」「紹介先医師

名」「患者性別」の3項目が追加される。

p138

3 一部検査項目の基準値範囲の入力必須化 検査情報については、結果が定量値の場合に必ず基準値範囲が記録されているかをチェックする。 P84

4 検査情報の基準値範囲を複数記述できないようにするためのバ

リデーションチェック

1つの検査結果において複数パターンの基準値範囲の記述は禁止する。 P84

5 文書情報全体をPDF化したものを必ず添付しているかのチェック 診療情報提供書をPDF化したものが必ず添付されているか、退院時サマリーを添付する場合は退院時サマ

リーをPDF化したものが添付されているかをチェックする。（PDFセクションの必須チェック）

P37

P117

リリース項目

※注１：令和8年3月のシステムリリース項目の一部。技術解説書V2.0.0で更新された箇所のみを抜粋。



技術解説書v2.0.0の該当箇所

# 項目名 概要 ページ番号 イメージ

リリース項目

※注１：令和8年3月のシステムリリース項目の一部。技術解説書V2.0.0で更新された箇所のみを抜粋。

6 「電子カルテ情報共有サービス対応JLACコード表(共有項目

JLACコードマスタ)」上の「FHIR識別文字列」の修正に伴う、検

査情報のObservationリソースにおけるcode.coding要素に

おけるdisplay（固定値）の修正

「電子カルテ情報共有サービス対応JLACコード表(共有項目JLACコードマスタ)」上の「FHIR識別文字

列」の修正に伴い、検査情報のObservationリソースv1.12.0にてcode.coding要素におけるdisplay

（固定値）も修正する。

P76

P77

7 文書情報におけるFHIRデータのプロファイルのバージョンの整合

性チェックにおける例外条件の追加

文書情報において以下のプロファイルのバージョンが一致しているかチェックする。

・診療情報提供書のBundleリソースのバージョンと、診療情報提供書内の個別リソースのバージョン

・退院時サマリーのBundleリソースのバージョンと、退院時サマリー内の個別リソースのバージョン

・健診結果報告書のBundleリソースのバージョンと、健診結果報告書内の個別リソースのバージョン

※例外条件：診療情報提供書と退院時サマリーのバージョンが一致していない場合は登録を許容し、ワー

ニングを出力する

P128

8 FHIRデータにおける日時情報のデータ形式の制限 臨床情報一覧の表示に用いるFHIRデータの「日時情報(date・datetime型要素)」について、以下5つの

データ形式以外は記述不可とする。

<原則>

①YYYY-MM-DD

②YYYY-MM-DDThh:mm:ss+zz:zz

③YYYY-MM-DDThh:mm:ss.SSSZ

<例外>

CondtionのonsetDateTimeのみ適用

④YYYY　

⑤YYYY-MM

P126

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態

9 登録要求ファイルにおける「電子カルテベンダ等情報」の記録 登録エラー等のトラブルに際し、電子カルテ情報共有サービス運営主体から問い合わせをする際の問い合わ

せ先を把握するために、下記の登録要求ファイルに任意項目として医療機関等システムの「①ソフトウェア名

称」「②ソフトウェアバージョン」「③ソフトウェア開発元」を記録できる項目を追加する。

・文書情報登録要求（CIS-IF-101）

・カルテ臨床情報登録要求（CIS-IF-201）

・健診文書登録要求（CIS-IF-120）

・患者サマリー登録要求（CIS-IF-126）

P132

10 一部標準マスタの文字コード形式を「UTF-8」に変更する Shift-JISで提供している標準マスタ（薬剤アレルギー用コードマスタ、剤形・規格・銘柄不明コードマスタ、

個別医薬品コード（YJコード）リスト）について、提供マスタの文字コードをUTF-8に変更する。

P150

11 臨床情報の登録における、検査43項目・感染症５項目以外

の検査・感染症情報の登録の許容

臨床情報の登録において、検査43項目・感染症５項目以外の検査・感染症情報のみでの登録が可能と

なる。

（これまでは検査43項目・感染症５項目に該当する項目が１つでも含まれていないとエラーになっていた）

P79



技術解説書v2.0.0の該当箇所

# 項目名 概要 ページ番号 イメージ

リリース項目

※注１：令和8年3月のシステムリリース項目の一部。技術解説書V2.0.0で更新された箇所のみを抜粋。

12 アレルギー情報における「アレルギー反応に関連する症状や所

見」の複数記録の許容

アレルギー情報（AllergyIntoleranceリソース）において「アレルギー反応に関連する症状や所見」が複

数記述された（reaction.manifestation.codingが複数繰り返し記述された）ときにエラーを返すアドオ

ンチェックを削除する。

これにより、1つのアレルギー情報(薬剤アレルギー・その他アレルギー)に対して「アレルギー反応に関連する症

状や所見」(reaction.manifestation.coding要素)の複数記述が可能となる。

※FHIR実装ガイドの記載のとおりの登録が可能になる。

P70

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態

P71

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態

13 「健診実施機関」と「健診結果報告書の作成機関」のチェック緩

和

健診結果報告書における「健診実施機関」と「健診結果報告書の作成機関」が異なることを想定して、そ

れぞれに別々の医療機関コードを設定することが可能になる。

P106

14 自施設が登録した「未提供フラグが設定された傷病名情報」の

表示制御

自施設が登録した傷病名について未提供フラグが設定されている際、その施設（自施設）が臨床情報を

取得した場合には当該傷病名が表示されていた（※）が、非表示とする。

※これまでは他施設が未提供フラグを設定した傷病名についてのみ非表示となっていた

P111

15 検査・感染症情報における定性値コードの表示制御 臨床情報一覧における検査・感染症情報について、電子カルテ情報共有サービス対応JLACコード表(共

有項目JLACコードマスタ)で指定した定性値コードのみ出力するよう制御する。

※補足：電子カルテ情報共有サービス対応JLACコード表(共有項目JLACコードマスタ)中に、「1:陽性 

2:陰性」のいずれかで結果を登録するように記載のある検査項目であっても、FHIR実装ガイド上では「3:

判定保留」の登録を許容しているため、登録はできてしまうが出力はしないようにする変更

P85

16 臨床情報一覧の傷病名におけるClinical Statusの表示内容

変更

臨床情報一覧（PDF）における病名欄・終了病名欄に「臨床的状態（clinicalstatus：

active,unknown,remission.resolvedの４種のうちいずれか)」を表示する。

※臨床情報一覧（XML）では既に表示されている情報のため変更は発生しない。

P68

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態

P69

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態



技術解説書v2.0.0の該当箇所

# 項目名 概要 ページ番号 イメージ

リリース項目

※注１：令和8年3月のシステムリリース項目の一部。技術解説書V2.0.0で更新された箇所のみを抜粋。

17 アレルギー情報における臨床的状態(clinicalstatus)」が

activeである情報のみを臨床情報一覧に出力する

アレルギー情報における臨床的状態(clinicalstatus)」がactiveである情報のみを臨床情報一覧に出力す

る。

※PDF帳票においては、臨床的状態(clinicalstatus)」がactiveである情報のみが出力されるため、ステー

タスに関する表示欄が削除となる

※XMLにおいては、「臨床的状態(clinicalstatus)」、「確認状況(verificationstatus)」の項目欄が残

るが、前者にはactiveしか出力されず、後者には何も出力されない

P68

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態

P70

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態

P71

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態

18 臨床情報一覧における検査情報のstatusによる表示制御 臨床情報における検査情報のstatus要素を「registered(結果未着)」に設定して本サービスに登録した

場合、臨床情報一覧において当該項目を出力しない。

P71

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態

19 臨床情報一覧における感染症情報のstatusによる表示制御 臨床情報閲覧における感染症情報のstatus要素を「registered(結果未着)/cancelled(中止)」に設

定して本サービスに登録した場合、臨床情報一覧において当該項目を出力しない。

p69

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態

20 臨床情報一覧における廃止した医療機関が登録した情報の区

別

臨床情報一覧において、廃止済みの医療機関が登録した情報については、登録元の医療機関名称を

「【廃】○○病院」と頭にタグをつけて表示する。

p111

P68

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態

21 診療情報提供書の宛先に設定できるかどうかを制御する「利用

有無フラグ（本サービスの利用状況確認フラグ）」のロジック変

更

文書情報の登録においては宛先としたい紹介先医療機関が本サービスを利用しているかどうかを確認するた

めに、「電子カルテ情報共有サービス利用有無フラグ」（「施設利用状況回答機能」の外部インターフェイス

あるいは「電子カルテ情報共有サービス向け医療機関等マスタ」から取得できるフラグ情報）を確認する必

要がある。当該フラグが「利用する」となるロジックの一部を変更した。

具体的には、医療機関等が医療機関等向け総合ポータルサイトで行う本サービスの利用申請が承認され

た日から、医療機関等が医療機関等向け総合ポータルサイトで登録した本サービスの運用開始日に変更と

なった。

P102

22 文書情報変更時における同意情報の継承 一度、同意済のステータス『紹介先が閲覧可』になった文書情報について、その後文書変更を行ったとして

も、変更内容が患者や紹介先医療機関の変更でない限り同意のステータスは同意済のステータス『紹介先

が閲覧可』を引き継ぐ。

P114

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態



技術解説書v2.0.0の該当箇所

# 項目名 概要 ページ番号 イメージ

リリース項目

※注１：令和8年3月のシステムリリース項目の一部。技術解説書V2.0.0で更新された箇所のみを抜粋。

23 健診結果報告書における一連検査グループコードの記述ルール

の準拠チェック

「電子カルテ情報共有サービス向け健診マスタ」で定義する一連検査グループコードに従って、健診結果報

告書が記述されているかをチェックする。

P62

24 医療扶助受給者に関する健診結果報告書の健診種別の整合

性チェック

医療扶助受給者に関する健診結果報告書においては、以下の健診種別を設定して登録することを制限す

る(エラーを返却する)。

・特定健康診査（特定健診）

 後期高齢者医療健康診査（後期高齢者健診）

 事業主健診（一般定期健康診断等）

 学校保健安全法、及び労働安全衛生法に基づく職員健診（学校職員健診）

 保険者が実施する特定健診等以外の健診

P56

25 健診結果報告書に設定された資格情報区分（公的医療保

険・医療扶助）と健診実施日に実際有効であった資格情報と

の整合性チェック

以下に該当する健診結果報告書は登録を制限する(エラーを返却する)。

・健診結果報告書に「被保険者個人識別子」（公的医療保険区分）を記載しているにもかかわ

らず、健診実施日時点の有効資格が「生活保護受給者識別子」（医療扶助区分）である場合

・健診結果報告書に「生活保護受給者識別子」（医療扶助区分）を記載しているにもかかわら

ず、健診実施日時点の有効資格が「被保険者個人識別子」（公的医療保険区分）である場合

P109

26 健診結果報告書における保険者番号の整合性チェック 健診結果報告書に医療保険者情報が記述された場合において、当該保険者番号とPatient.identifier

に記載されている保険者番号とが一致するかをチェックする。

P109

27 標準マスタファイルダウンロード機能における「電子カルテ情報共

有サービス対応JLACコード表(共有項目JLACコードマスタ)」の

提供開始

標準マスタファイルダウンロード機能における「電子カルテ情報共有サービス対応JLACコード表(共有項目

JLACコードマスタ)」の提供を開始する。

P150

28 標準マスタファイルダウンロード機能における「YJコードと剤形・規

格・銘柄不明コードとのマッピング表」の提供開始

標準マスタファイルダウンロード機能における「YJコードと剤形・規格・銘柄不明コードとのマッピング表」の提供

を開始する。

P150

29 標準マスタファイルダウンロード機能における「電子カルテ情報共

有サービス向け医療機関等マスタ」の提供開始

標準マスタファイルダウンロード機能における「電子カルテ情報共有サービス向け医療機関等マスタ」の提供を

開始する。

P150



技術解説書v2.0.0の該当箇所

# 項目名 概要 ページ番号 イメージ

リリース項目

※注１：令和8年3月のシステムリリース項目の一部。技術解説書V2.0.0で更新された箇所のみを抜粋。

30 文書情報からの処方情報抽出および臨床情報一覧への出力

の停止

文書情報からの処方情報の抽出を停止し、臨床情報一覧に処方情報を出力しない。 P2

P68

※検討中の仕様が含

まれるためワッペン貼り

の状態



技術解説書v2.0.0更新箇所のうち令和8年10月のシステムリリース予定項目に係る記載一覧　※検討の結果開発・リリースされない可能性のある項目を含む。また今後追加となる項目もある点に留意

技術解説書v2.0.0の該当箇所

# 項目名 概要（予定） ページ番号 イメージ

1 FHIRデータに記録されるデータ登録元医療機関コードが同一

文字列であることのアドオンチェックの例外条件追加（新旧医療

機関コード混在を許容する)

電子証明書中とFHIRデータにおけるデータ登録元医療機関コードの一致チェックに際して、承継関係のあ

る新旧コードがそれぞれ設定されていても問題なく登録できる。

ただし、上記の前提として、FHIRデータ内に記録されるデータ登録元医療機関コードは同一文字列である

ことの前提を担保するアドオンチェックを行っていた。

FHIRデータ内に記録されるデータ登録元医療機関コードのなかでも、新旧の医療機関コードの混在が考え

られることから、この度、当該「同一文字列であることのアドオンチェック」のなかで、例外処理として新旧医療

機関コードの混在を許容する仕組みを実装する。

P107

2 文書情報における「閲覧保留」の仕組みの利用方針見直し 閲覧保留の仕組みの利用方針について見直し、必要に応じて基盤の改修・リリースを行う。

ただし、現時点で方針は決定していないため、今後厚生労働省において検討を行い、別途公表予定。

P114

※検討中の仕様が

含まれるためワッペン

貼りの状態

P115

※検討中の仕様が

含まれるためワッペン

貼りの状態

P139

※検討中の仕様が

含まれるためワッペン

貼りの状態

P139

※検討中の仕様が

含まれるためワッペン

貼りの状態

リリース項目（予定）

※注１：令和8年10月のシステムリリース予定項目の一部。技術解説書v2.0.0で更新された箇所のみを抜粋。

※注２：検討の結果開発・リリースされない可能性のある項目を含む。

※注３：令和8年10月のシステムリリース予定項目は今後追加となる可能性あり



技術解説書v2.0.0の該当箇所

# 項目名 概要（予定） ページ番号 イメージ

リリース項目（予定）

※注１：令和8年10月のシステムリリース予定項目の一部。技術解説書v2.0.0で更新された箇所のみを抜粋。

※注２：検討の結果開発・リリースされない可能性のある項目を含む。

※注３：令和8年10月のシステムリリース予定項目は今後追加となる可能性あり

3 臨床情報一覧(PDF帳票・XML)のレイアウト変更 臨床情報の各種検討の結果に応じて、必要な場合は臨床情報一覧のPDFレイアウトおよびXMLレイアウト

を変更する。

P68

※検討中の仕様が

含まれるためワッペン

貼りの状態

4 検査・感染症情報の単位の方針の見直し 従来は電子カルテ情報共有サービスで検査項目ごとに指定された単位に統一して検査・感染症の情報を

登録する必要があり、医療機関で利用している検査試薬・機器の単位が当該指定単位と異なる場合は登

録時に医療機関側で単位の変換が必要となっていた。

この方針を見直し、「電子カルテ情報共有サービス対応JLACコード表」においてJLACコードに対応する単位

のバリエーションを増して収載することで、当分の間、本サービスへ登録する検査・感染症情報の単位につい

ては、医療機関で利用している検査試薬・機器の単位で登録を可能にする方針とする。

上記の、当分の間の対応において必要な単位チェックのロジックの改修・リリースを行う。

ただし、単位のあり方（検査項目ごとの単位統一や単位変換の方針）について、引き続き検討することとす

る。現時点で最終的な方針は決定していないため、今後厚生労働省において検討を行い、別途公表予

定。

P83

※検討中の仕様が

含まれるためワッペン

貼りの状態

5 傷病名のClinicalstatus(転帰区分)についての見直し 現状のConditionリソースのClinicalstatus（設定可能な区分は

active,resolved,remission,unknown）が、電子カルテで設定可能な転帰区分に対応しきれていない

ため、ConditionリソースのClinicalstatusの見直しを視野に入れて検討している。

ただし、現時点で方針は決定していないため、今後厚生労働省において検討を行い、別途公表予定。

P73

※検討中の仕様が

含まれるためワッペン

貼りの状態

6 感染症情報の登録タイミングについての見直し 感染症情報については患者へ説明後に登録する必要があるが、これの実現について運用上・システム上の

課題があることから、患者への説明のタイミング等を踏まえた登録方法・運用方法について検討を行う。

ただし、現時点で方針は決定していないため、今後厚生労働省において検討を行い、別途公表予定。

P65

※検討中の仕様が

含まれるためワッペン

貼りの状態

P86

※検討中の仕様が

含まれるためワッペン

貼りの状態


